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Synergy between Ethnomethodology and Theater（2）:
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弧の現実へと修復し直す仕事だと捉えている。図示すると { }→（ ）とされる。そしてそうした仕
事も実は社会学者自身も生きる波括弧の現実世界から抜け出せない中で行われているとし、波括弧と
丸括弧の区別が無効化されチックカッコ（ticked brackets）の現実があるのみだとする。社会的現実に
向き合うときのガーフィンケルのこうした捉え方は、すでにサックスとの1970年の共著論文等でも
繰り返し登場する。
4 「劇団維新派」所属
5 中村大地氏は「劇団・屋根裏ハイツ」の演出家である（https://yaneuraheights.net）
6 演劇ワークショップの技法の一つにホットシートと呼ばれるものがある。稽古の過程で、演じ手が
ワークショップの参加者や演出家の前に出て（象徴的には椅子に座りつつ）、演じている登場人物の
まま／として、つまり役に「なりきって」セリフや演技の背後にある思いや理由などを語るやり方で
ある。小堀氏はこのホットシートを用いたものと考えられる。フィリップ・テイラーの著書（Taylor
2003）のCH.4には具体的な実例が掲載されているが、ほかにも多くの演劇書に解説がある。
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台本トランスクリプト（秋葉 2004、140-141頁より抜粋）
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稽古場面（1）20190815／3班／pm／0001MTS／1:43-4:05
1　まひろ：どうする？自分でも分かるだろパニックにな
2　小堀：（割り込むように）いかにも台本に書いてあるって感じになってるけど（笑）
3　まひろ：（頷きながら）は、すいません、はい。（苦笑）
4　小堀：えっとー、どこでやるかっていう（Kさんの頭を両手で包む動作のこと）
5　まひろ：うん
6　小堀：セリフのどこで立ってやるかっていうタイミング
7　まひろ：うんー（小堀氏の目を見て頷く。真剣な表情）
8　小堀：どのへんで心配になる？
9　まひろ：（小堀の目を見て頷く。真剣な表情）
10　小堀：何を心配してる？先生
11　まひろ：（間があく）なんかいろいろたいへんなー
12　小堀ほか：（笑）
13　まひろ：（笑、間があく）いや、なんか前からー
14　小堀：うん
15　まひろ：この子のこと知っててー
16　小堀：うん
17　まひろ：それで水泳とかも頑張ってるー
18　小堀：うん
19　まひろ：塾とかも頑張ってるー
20　小堀：うん
21　まひろ：そいでアメリカとか行くのが決まってー大丈夫なのって言う感じになってる
22　小堀：うん（間があく）この子についてのー、じゃあー、えっとー、ちょっとー、どうする
かなー、んんっとー、（まひろとりん、小堀の方を見たまま座っている）たとえばちょっとーみ
かこさん、こっち来て（みかこ：保健室奥のベッドで休息中の生徒役）
23　みかこ：はい
24　小堀：（まひろに向かって）んとわれわれにー、この子についての心配事をー、ちょっとー
紹介してください先生として
25　まひろ：心配事…
26　小堀：うん…まひろさんがじゃなくて、まひろさんが先生の心配事を、じゃなくて、先生っ
としてー、この子ーについてのー、えっとー、こーいう子でこういう子でーっていう、こいうと
ころが今心配でー、いまこういう状態なんですーっていうことをー紹介を
27　まひろ：（間があく）んっとー、（間があく）え？この子に質問するんですか？
28　小堀：んや、ちゃうちゃうちゃう。ぼくらに説明して？
29　まひろ：えっとー水泳部でー（以下、略）
158
稽古場面（2）20190815／3班／pm／0001MTS／5:02-6:09
1　小堀：でさー（笑）、いやすっごいわかりやすいなーと思ってー、こー、なんかー、こんな
に分かりやすいと思わなかったんで結果的にすっごい意地悪な感じになるんですけどー（稽古を
見ていた少し離れた場所から先生役のまひろの話を聞くみかこらの前に出てきてみかこらを見な
がら言う）
2　まひろ他：（笑）
3　小堀：（みかこらに向かって）あのー、先生自身の問題になってないの分かった？（まひろ
を見て）いま説明してくれたことがー、あなたの人生に何ら関わってないんですよ。
4　みかこ：あーーーー。
5　小堀：（みかこらに向かって）保健の先生とかー、この子を預かっているー立場だったらー、
いま言ったことってー、この人にとって重大ですよね。（間を開けて、ニコニコしながら）全く
重大じゃないでしょ、いまの。ホントに説明だけをしてくれた（間があく）とってもどうでも良
さそうなんですよ
6　まひろ：（苦笑いしながら頷く）
7　小堀：（うんうんうんうんと頷く）だかーらー、そこーがー創れないと、こー行けないん
（「こー」の発語時に Kさん役のりんさんの頭を両手で包む動作をその場でしてみせる）てゆか、
さっきからこの子の心配、この子をよく見てください、この子を心配するタイミングとかー、何
をきっかけにすればいいんだろかとかー、ちょっとそいうのを考えてくださいってつったのはそ
いうことなんです
8　まひろ：（ぱっと明るい笑顔で背筋を伸ばして頷く）
9　小堀：（頷く）心配になってないんです。毎回来ちゃって、ほんと困るねーってのが自分事
になってないからー、
10　まひろ：うんうん
11　小堀：タイミングでしかこれができない（「これ」の発語時に身振りで Kさん役のりんさん
の頭を両手で包む動作をしてみせる）なぜするのかが身体っとかー、呼吸に落ちないっていうの
はそういうこと。
12　まひろ：（うんうんと頷く）
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